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Connected Industriesについて
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事業所・工場、技術・技能等の電子データ化は進んでいるが、それぞれバラバラに管理され、連携していない

データがつながり、有効活用されることにより、技術革新、生産性向上、技能伝承などを通じた課題解決へ

技能がデータ化され、
後世に伝承人とAI・ロボットがつながり、

働きやすい職場に

「Connected Industries」は、Made in Japan、産業用ロボット、カイゼン等に続く、日本の新たな強みに

産学官における
議論喚起・検討

データがAI等によって
比較検証・分析され、技術が進歩

モビリティ、ものづくり、バイオ・素材、プラント保安、スマートライフなど分野別の取組

事業所間・部門間のデータが
つながり、生産性が向上

製品・サービスのデータが生産
者等とつながり、サービス向上

従来

将来

データ利活用、標準化、IT人材、サイバーセキュリティ、AI開発など横断的な取組

地域・中小企業への
面的展開

～我が国産業が目指す姿（コンセプト）～
Connected Industriesの考え方
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「Connected Industries」の取組の方向性
 市場成長性、我が国産業が有する強み、社会的意義の大きさ等から、５つの重点取組分野を

定め、取組の加速化と政策資源の集中投入を図る。
 加えて、横断的課題に対する支援措置・法制度等の整備に取り組む。

重点取組分野
（分科会）

自動走行・
モビリティサービス

ものづくり・
ロボティクス バイオ・素材 プラント・

インフラ保安 スマートライフ

ビジョン
（社会的意義）

・交通事故の削減
・交通渋滞の緩和
・環境負荷の低減
・分散エネマネ
・物流も含む移動サービス
の拡大

・生産の全体最適
・止まらない工場
・事故や環境負荷の低
減

・材料や医療・創薬の革
新
・エネルギー資源対策
・社会変革を実現する革
新素材創出

・プラントにおける安全性
と生産性の向上
・自主保安力の向上と
「稼ぐ力」の創出
・センサー、ドローン等の
効果的活用

・少子高齢化が進む
中で、人手不足等の
社会課題に対して、ス
マートライフ市場が代
替することで、働き手
(労働時間)を創出

市場成長、
経済効果予測

・自動運転車市場で870
億ドル
・運転時間を生産性向上
やサービス消費に充て、千
億～1兆ドル

・「産業インターネット市
場」が今後20年以内に
世界のGDPを10兆～
15兆ドル押し上げ

・2030年の世界のバイ
オ市場は約1.6兆ドルに
成長
・世界の機能性素材市
場は約50兆円

・インフラ老朽化や需要
拡大への対応に世界で
約200兆円の市場

・2011年の無償労
働貨幣評価額は約
100兆円（家電市
場は約7兆円）

推進主体
自動走行ビジネス検討会
（追って、モビリティサービス産
業戦略検討会（仮称）を設
置）

RRI（ロボット革命イニ
シアティブ）

COCN(産業競争力懇
談会)、日本化学工業
協会

プラントデータ活用等促
進会議 IoT推進ラボ

横断的課題

・協調領域を含むデータ共有・利活用 ・AIシステムの更なる開発支援・海外展開
・トップ人材育成の抜本的強化 ・AIをめぐる法務事項に関する検討の具体化（AI責任論等）
・国際標準の戦略的活用 ・サイバーセキュリティ対策の実施
・データルールをめぐる国際連携の促進（日EUデータエコノミー対話の深化）
・中小企業への普及、取組支援 ・更なる検討課題：バックオフィス改革、Fintech など
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 IoT、ロボット等の導入で生産性を向上させたり、単純作業や重労働を省力化し、労務費を削減 。
テレワークともあいまって、若者、女性、高齢者が働きやすくなる。→ 人手不足解消、働き方改革

 人工知能等によって「匠の技」を見える化し、若い職員のスキル習得を支援。→ 技能継承
 職人の技能や創造性をデータ化し、それを生産設備につなぐことで、多品種・単品・短納期加工を実

現。新規顧客を獲得。→ 利益の拡大
 過疎地での高齢者の移動、遠隔地への荷物配送が可能に。歳をとってもクルマを安全に運転。将来

的には、運転できない人も自動運転で目的地へ。 → 社会課題解決（安全運転・移動支援）

事例1 旭鉄工
愛知県碧南市、自動車部品製造、従業員480名

•カイゼン活動を加速するセンサーモニタリングシステムを自社
開発し、それを生産設備につなぐことによって、部品製造プロ
セスの問題点を見える化。生産性を短期で向上させ、労務
費を大幅低減。

•単純作業を極力デジタル化し、カイゼン活動の工夫といった
人にしかできない仕事に従業員が取り組むことで、「働き方改
革」も実現。

・低電力消費の無線技術により電気
配線やLAN工事は不要。

・汎用のスマートフォン等で閲覧可能
にすることで初期投資を抑制。

自社開発したモニタリングシステム

地域・中小企業の「Connected Industries」実現のメリット

事例2 全国各地で実証実験を展開中
自動運転 福井県永平寺町、石川県輪島市（写真右上）、
沖縄県北谷町、茨城県日立市（写真右下）
ドローンによる荷物配送 福島県浜通り（写真左）
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対象設備 特別償却 税額控除
3%

（法人税額の15％を限度）

５％
（法人税額の20％を限度）

ソフトウェア
器具備品
機械装置

30%

コネクテッド・インダストリーズ税制
一定のサイバーセキュリティ対策をしたデータ連携・利活用により、生産性を向上させる取組について、そ

れに必要となるシステムや、センサー・ロボット等の導入に対して、特別償却30％又は税額控除3％（賃
上げを伴う場合は5％）となります。（適用期限は、平成32年度末まで）

【課税の特例の内容】

【対象設備の例】
データ収集機器（センサー等）、データ分析により自動化するロボット・

工作機械、データ連携・分析に必要なシステム（サーバ、ＡＩ、ソフトウ
ェア等）、サイバーセキュリティ対策製品 等

【計画認定の要件】
①データ連携・利活用の内容
・社外データやこれまで取得したことのないデータを社内データと連携
・企業の競争力における重要データをグループ企業間や事業所間で
連携
②セキュリティ面

必要なセキュリティ対策が講じられていることをセキュリティの専門家
(登録情報セキュリティスペシャリスト等)が担保
③生産性向上目標

投資年度から一定期間において、以下のいずれも達成見込みがあること
・労働生産性：年平均伸率２％以上
・投資利益率：年平均15％以上

認定された事業計画に基づいて行う設備投資について、以下の措置を講じる

※

最低投資合計額：5,000万円
※ 計画の認定に加え、継続雇用者給与等支給額の対前年度増加率≧３％

を満たした場合。

【お問合せ先】
参事官（情報・ヘルスケア産業担当）（082-224-5630）

✎ポイント！
✓生産性向上特別措置法第22条の定めによる「革新的データ産業活用計画（データ連携事業）」について、主務

大臣（総務大臣、経済産業大臣等）の認定を受ける必要があります。 8



中小企業・小規模事業者等のみなさまが自社の課題やニーズに合ったITツール（ソフトウエア、サービス
等）を導入する経費の一部を補助し、業務効率化・売上アップをサポートします。

【お問合せ先】
流通・サービス産業課（082-224-5655）サービス等生産性向上IT導入支援事業（IT導入補助金）

✎ポイント！
 補助金事務局HPに掲載された多彩なITツールの中から自社のニーズに合わせてツールを選ぶことができます。
 IT導入支援事業者が補助金の代理申請を行うとともに、ITツールの説明や導入・運用方法等のサポートを行うた

め、ITツールや補助金申請に詳しくない方でも申請いただけます。

制度概要
事業名：サービス等生産性向上IT導入支援事業

（平成29年度補正予算）
 支援種類：補助金
 対象者：中小企業、小規模事業者、組合、NPO法人等

(飲食、宿泊等のサービス業の他、製造業や建設業等も対象）
 補助率：１/２（補助上限額：５０万円、補助下限額：１５万円）
 補助対象：補助金HPに掲載されているITツール（ソフトウェア、

サービス等）。（※ハードは対象外です。）
 募集時期：平成30年4月20日～平成30年6月7日（※終了）

平成30年6月20日～平成30年8月3日（※終了）
平成30年9月12日～平成30年12月１8日

（※まもなく終了）
 お問い合わせ先：

サービス等生産性向上IT導入支援事業コールセンター
URL：https://www.it-hojo.jp/
0570-000-429
IP電話等からの問合せの場合：042-303-1441

事業イメージ
○採択事例

 宿泊業

 実施効果
・手書きの予約台帳をスタッフ全員
に配っていたが、予約、会計管理、
顧客情報等の情報をタブレットで
スタッフ間において共有するIT
ツールを導入。

・導入後３年間で売上３５％増を実現。

 保育業

 実施効果
・帳票の作成、確認時間短縮（園長
６０分／月、保育士１名１３０分／
月の削減）

・登降園、出退勤の集計作業時間の
短縮（園長１２０分／月、保育士１
名７５分の削減）

 導入したITツール機能
予約、顧客管理、原価管理・業務管理、
財務・会計管理

 導入したITツール機能
コミュニケーション、顧客管理、人事シ
フト、原価管理・業務管理

9
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ロボットとは
【定義】

「センサー、駆動系、知能・制御系の３つの要素技術を有する
、知能化した機械システム」

溶接ロボット

電子部品実装用ロボット

サービスロボット

次世代ロボット

産業用ロボット

食事支援ロボット

人間型ロボット歩行支援ロボット

業務清掃ロボット

移動支援ロボット

上肢支援ロボット
 

災害救助ロボット

装着型ロボット

次世代産業用
ロボット
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最新受注・生産・出荷動向

出展：日本ロボット工業会 年間統計 2017年



国内出荷額・輸出額推移

出展：日本ロボット工業会 年間統計 2017年
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主要国向け輸出推移

出展：日本ロボット工業会 年間統計 2017年
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深刻な人手不足または生産性向上を要する領域

例２ リネンサービスにおけるタオルの結束作業

 中小企業等から生産性向上の要望
を受けて、最適なロボットシステムを設
計・提案

 ハンドや周辺装置の開発から工場へ
の設置、動き方の教示（ティーチン
グ）やメンテナンスまでを幅広く担う

自社でロボットシステムを構築できる

 ロボットメーカーが販売する「産業用ロボット」には、物をつかむためのハンドは付いておらず、動き方も教えられていない
が、中小企業が単独で自社の生産ラインに適合するようにロボットシステムを構築することは難しい場合が多い。

⇒ ロボットを使用した機械システムの導入提案・設計・構築等を行う「ロボットシステムインテグレータ」（ロボット
SIer）と呼ばれる企業は、今後ロボットの導入促進に向けて重要な存在。

ロボットメーカー

自動車メーカー等

中堅・中小企業、新領域システムインテグレータ

ハンドは付いていない
動き方も教えられていない

各用途に最適なハンドや
周辺装置、動き方を設計

し実装する必要がある

SIer

多種多様なロボット化のニーズに応え、
ロボット活用のフロンティアを開拓する者

としてシステムインテグレータの役割が重要

例１ コンビニのおにぎりを箱に詰める作業

「ロボットシステムインテグレータ」（ロボットSIer）とは
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FA・ロボットシステムインテグレータ協会設立

2018年7月13日にFA・ロボットシステムインテグレータ協会設立。
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SIer会員

協力会員
システムインテグレーション業を営む法人及びこれらの者を構成員とする団体。

上記に該当しない者であって、本協会の目的に賛同し、その事業に協力しようとする法人及びこれらのものを構成
員とする団体。

SIer会員123社、協力会員21社で設立 SIer会員 １４０社、協力会員 ３１社 （2018年9月30日時点）

設立趣旨
本協会は、ロボット・ＦＡ（Factory Automation）システムの構築等を行うシステムインテグレータ（以下

「SIer」という。）の共通基盤組織として、SIerの事業環境の向上及び能力強化に取り組み、SIerを取り巻く
関係者間の連携を促進させることにより、あまねく産業における生産活動の高度化を推進し、我が国の産業の
持続的発展と競争力の強化に寄与することを目的とします。

①SIerを中心としたFA・ロボット業界ネットワークの構築

②SIerの事業基盤の強化

③システムインテグレーションに対する専門性の高度化



協会組織
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総 会

幹事会

会 長
副会長
幹 事

監事

業務部会

技術部会

企画・運営分科会

広報分科会

経営基盤強化分科会

地域連携分科会

技術調査・標準化分科会

人材育成分科会

IoT・AI分科会

主査：三明機工

主査：HCI

主査：松栄テクノサービス

主査：ヒロテック

主査：豊電子工業

主査：バイナス

主査：リンクウィズ



ロボット導入促進のためのシステムインテグレータ育成事業（平成28年度補正予算）

 ロボットを使用した機械システムの導入提案・設計・構築等を行う事業者（ロボットシステムインテグレータ）の
創出・育成を目的として、提案型のロボットシステム構築を行うことができる環境整備・能力習得等に用いるため
のロボット等の機械装置の設計や購入、人材育成に係る費用等に要する経費の一部を助成。
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危険作業

高温/低温下の作業

緻密作業

荷重作業

単純作業

熟練作業

ロボットシステムを構築して、
中小企業等の現場に提案し
展開していく。

ロボット
（例）

ロボットシステム（例）

補助対象事業者

本事業を契機にロボットシステムインテグレーション
（ロボットSI）事業を始める者やロボットSI事業を
営んでいる者、協業等によりロボットSI事業を行う連
携体、地域でロボット導入提案を行う公設試・地方
自治体 等

補助対象経費
ロボット本体やロボットに取り付ける機器・周辺装置
の購入費や製作に掛かる費用、
ソフトウェアの使用料・購入費、人件費、安全講習
の受講料 等

システムインテグレータ 中小企業等の現場（例）

No. 事業名 提案事業者 ロボット

1 ロボット実演+ＳＩ育成による中小企業ロボット普及計画
三光電業株式会社
（広島県広島市）

垂直多関節ロボット、双腕ロボット

2 衛生・効率的な製麺提供ロボットシステムの展開
株式会社スズキ麺工

（岡山県浅口市）
双腕ロボット

3 多関節ロボットを用いた溶接ビード検査装置の事業拡大と人材育成
コアテック株式会社
（岡山県総社市）

垂直多関節ロボット

4 人協調ロボットによるSI事業を通した地域のロボットSI事業拡大提案
株式会社ヒロテック
（広島県広島市）

垂直多関節ロボット

5 事業者ニーズに対応した提案型ロボットSI事業実施基盤の確立
株式会社栄工社
（広島県福山市）

垂直多関節ロボット、パラレルリンクロボット

1 ロボットセンター開設による中国・四国地方のものづくり支援
トリツ機工株式会社

（岡山県岡山市）
垂直多関節ロボット、双腕ロボット、
パラレルリンクロボット、水平多関節ロボット

 Ａ 類型：ロボットSI事業参入・拡大型

 Ｂ 類型：ロボットセンター開設型

（中国地域における採択一覧）


採択案件

		ロボット導入促進のためのシステムインテグレータ育成事業（中国地域における） 採択案件 チュウゴク チイキ



		No.		事業名 ジギョウ メイ		提案事業者 テイアン ジギョウシャ		ロボット

		 Ａ 類型：ロボットSI事業参入・拡大型 ルイケイ ジギョウ サンニュウ カクダイ ガタ

		1		ロボット実演+ＳＩ育成による中小企業ロボット普及計画		三光電業株式会社
（広島県広島市） カブシキガイシャ ヒロシマケン ヒロシマシ		垂直多関節ロボット、双腕ロボット スイチョク タカンセツ ソウ ワン

		2		衛生・効率的な製麺提供ロボットシステムの展開 エイセイ コウリツテキ セイメン テイキョウ テンカイ		株式会社スズキ麺工
（岡山県浅口市）		双腕ロボット

		3		多関節ロボットを用いた溶接ビード検査装置の事業拡大と人材育成		コアテック株式会社
（岡山県総社市）		垂直多関節ロボット

		4		人協調ロボットによるSI事業を通した地域のロボットSI事業拡大提案 ヒト キョウチョウ ジギョウ トオ チイキ ジギョウ カクダイ テイアン		株式会社ヒロテック
（広島県広島市）		垂直多関節ロボット

		5		事業者ニーズに対応した提案型ロボットSI事業実施基盤の確立 ジギョウシャ タイオウ テイアンガタ ジギョウ ジッシ キバン カクリツ		株式会社栄工社
（広島県福山市）		垂直多関節ロボット、パラレルリンクロボット

		 Ｂ 類型：ロボットセンター開設型 ルイケイ カイセツ ガタ

		1		ロボットセンター開設による中国・四国地方のものづくり支援		トリツ機工株式会社
（岡山県岡山市） カブシキガイシャ オカヤマケン オカヤマシ		垂直多関節ロボット、双腕ロボット、
パラレルリンクロボット、水平多関節ロボット スイチョク タカンセツ ソウ ワン スイヘイ タカンセツ
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中小企業へのロボット導入の可能性（「ロボット導入実証事業」採択事例より）

導入後導入前
 専属要員が製品を1箱ごとに手で持ち

重量検査、及びパレタイズを行っていた。
 ロボットがカメラで品種を確認。

 製品吸着、及び重量検査を行う。

 ロボットが品種ごとに振り分け、パレタイズ。

概要

食品製造の製品パレタイズ作業において、多品種
少量生産、製品サイズも多種多様な事から制限が
発生する可能性のある自動化が行えなかった。

現状は結束後の製品（10～12㎏）を専属作業者が
600～700箱/日、結束機からハカリへ移動させ重量
検査を行い、その後に製品を持って歩き、パレットへ
振り分け、パレタイズを行っていた。

自動化を行うためには重量検査装置、製品認識設
備、パレタイズ装置が必要でラインとして大型化して
しまい、スペースの上でも設置が困難であったが、
今回、必要な工程をロボットへ全て組み込んだ。

実施に際しフレキシブルハンドによる多品種対応、
ロードセルやカメラによる製品識別機能を組み合わ
せたロボットの導入により、結束した製品を受渡コン
ベアへ流すだけで重量検査と各パレットへの製品振
分、パレタイズ作業までが自動で行えるようになり、
パレタイズの専属要員が不要となった。

（広島県広島市）労働生産性 5.0倍

人数 1人 0.2人

労働時間 8時間 8時間

生産量 600～700個 600～700個

その他の効果  身体的負荷の削減

投資回収年 6.1年

事業規模 21.3百万円

効果
(年当たり)

労働生産性：１名（350万円/年、賞与
を含む）の人件費に相当

ロボットによる食品の重量検査作業とパレタイズ作業の標準化
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中小企業へのロボット導入の可能性（「ロボット導入実証事業」採択事例より）

従来のコスト 今回のコス ト

1台のパラレルリンクロボットで1ワークづつピックアッ
プするため、目標の能力を確保するためには同ロ
ボットが4台必要になる。

パラレルリンクロボットのハンドに４枚取りの機能を
持たせたことで、1台のロボットの能力が約３倍向上し、
ロボット２台でシステム構築が可能となった。これによ
りハードにかかるコストを大きく削減。

ロボット関係
ワーク搬送システム関係
画像処理系

１，１７７万円
２，３６０万円

２９６万円
その他 １，１５７万円

合計 ４，９９０万円

ロボット
ワーク搬送システム
画像処理系

約２，４００万円
約４，０００万円
約１，２００万円

その他 約２，０００万円
合計 約９，６００万円

概要

液晶ディスプレイ用偏光フィルムの断裁工程において、断裁後の小片ワークをピッキングする作業にロボットを
導入。今回初めてのロボットの導入になるが、当初は目標のピッキング能力を確保するためには『ロボット単体能
力』からそれに相当する台数が必要になり、導入での課題になっていた。これに対し単純にロボットを揃えるので
はなく、ロボットに工夫を加えることで能力向上ができないかをSIerと協議を重ねた結果、ピッキングするロボット
ハンドに４枚取りできる機能を付加にしたシステムを構築し、ピッキング動作１サイクルで４枚のワークをピッキン
グすることが可能になり能力を大幅に向上することができた。『ロボット単体の能力向上』ができたことで導入コス
トを半減近くまでに抑えることができた。また。ロボット台数が減ったことで省スペース化も実現できた。

従来のシステムインテグレーション手法 今回のシステムインテグレーション手法

SIer

User

（株）テック

（広島県竹原市）

製品断裁後のピックアップ工程

パラレルリンクロボット

ABB
IRB360-3

Robot

新立電機（株）

（山口県下松市）

労働生産性 3.0倍

人数 12人 4人

労働時間 16時間 16時間

生産量 130万個/月 130万個/月

その他の効果  流出不良が減った

投資回収年 1.6年

事業規模 51.1百万円

効果
(年当たり)

労働生産性：8名（32.6百万円=34万円
×8名×12ヶ月）の人件費に相当

２台のﾊﾟﾗﾚﾙﾘﾝｸﾛﾎﾞｯﾄを組み合わせた効率的なﾋﾟｯｷﾝｸﾞｼｽﾃﾑの実現



PM、CD

研究開発支援

人材育成支援

SIer発掘・
交流促進

市場開拓支援

事務局：中国地域創造研究センター

中国地域におけるSIerの基盤強化及び販路拡大（平成30年度地域中核企業創出・支援事業）

【
有
望
分
野
へ
の
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
】

地
域
ロ
ボ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
（中
小
企
業
等
）

ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

地域SIer企業群

取組内容

ポテンシャル
（強み）

自社内生産現場におけるロボットの活用促進や、ロボット開発にも積極的に取り組む自動車部品メーカー。
 ロボットユーザーとしての知見を活かし、生産現場の自動化提案サービスを外販するSI事業を展開中。

中国地域には、専門的な技術分野を持つロボットシステムの開発や提案及び構築を行うSIer ※が存在。
当地域中小企業の多岐にわたる業種・工程においてロボット導入の需要は多い。

 マルチベンダーコンソーシアムの深化に向けた事業展開（異業種を含めた交流会の開催、技術課題解決サポート等）。
有望分野へのアプローチに向けた現状分析・戦略策定を行い、販路拡大につなげる。

A社 ほか
(広島県広島市)

国際ロボット展
への出展

地域SIer企業交流会

支 援

Ｈ29取組内容

（来場者 約4,000名）

（参加企業 約30社）

山口県

広島県

岡山県

ネットワークの拡大

新分野への展開

技術の高度化

中国地域および
他地域の

SIer
約20社 GNCJ

大学・研究機関

・広島県総研

・産総研

・広島工業大学

・広島大学 等

産業支援組織・

その他法人

・ＡＴＡＣひろしま

・ひろしま産振構

・中小機構
中国本部 等

A社

B社

C社

D社

E社F社

G社

H社

Ｉ社
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平成30年度の地域中核企業創出・支援事業の様子

8/7 第1回SI交流会 講演

10/17 第2回SI交流会 グループ討議

9/27,10/12 ロボットシミュレーター活用研修会
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I. Connected Industries政策

II. 中国地域のロボット関連産業支援

Ⅲ.（参 考）



第四次産業革命による新しい技術の社会実装に伴う付加価値構造の大きな変革が必至だが、我が国
の対応には遅れ。各国が積極的な産業政策を打ち出す中、我が国産業の国際競争力がこれ以上毀
損しないよう、施策強化が急務

第四次産業革命の進展
コア技術：AI、IoT、ビックデータ、ロボット

短期間に破壊的な変化
データが付加価値の源泉

プラットフォーマーが付加価値
を総取り

ＳＷＦ*等が
新事業・技術に

集中投資

競争環境
の変化

必要な対応
新技術・事業の早期
の社会実装を容易化

データの集約・
共有を円滑化

異業種間の連携・
経営資源の集中 リスクマネー供給

主な措置・
改正事項

• 株対価Ｍ＆Ａ計画
認定（税制）

• 事業再編促進（会
社法特例）

• 事業再生ＡＤＲの
改善

• 産業革新機構の
見直し

• 大学ﾌｧﾝﾄﾞの拡充
• 技術等の情報の

管理措置に係る
認証

コネクテッド・インダストリーズの実現

• データの共有・
連携のための
ＩｏＴ投資の
減税等

生産性向上特別措置法制定・産業競争力強化法等改正

地域・
中小企業の

変化への対応

• 中小企業の設備
投資に対する固
定資産税の減免
（税制）

• 事業承継・創業
の促進、経営支
援体制の強化

特別措置法
の措置事項

*ソブリン・ウェルス・ファンド（SWF）：
政府が国有資産を投資・運用するファンド。

• 「規制のサンドボックス」
制度の創設

• 新事業特例・ｸﾞﾚｰｿﾞｰﾝ
解消制度の拡充
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 ロボット活用に関する情報を集約するポータルサイトを開設。
様々な分野でのロボット活用事例や、システムインテグレータの検索が行えるコンテンツを整備。

「ロボット活用ナビ」（http://www.robo-navi.com/）

ロボットシステムインテグレータ検索
地域、実施業務、得意分野といった条件で検索が可能

サイトトップページ
検索コンテンツのほか、ロボットを導入した企業インタビューなども掲載

SIer実施業務
調査や設計、工事、教育、
保守点検など、依頼したい業
務内容が実施できるシステム
インテグレータを指定

得意分野
ものづくりやサービスのほか、
農林水産、インフラ、介護・
医療といった幅広い分野から
作業工程や業種、現場など
を指定

ロボット導入動画
ロボット導入実証事業で採択された案件の導入現場の映像を紹介
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中小企業向け各種資料のご案内
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ロボットの導入にあたっては、「ロボットに何をさ
せるのか」「人とロボットの役割分担をどうするか」
「費用対効果はどう測るか」など、多角的に検討し、
判断する必要があります。
ロボット導入促進ガイドブックでは、ロボットを導

入する際に取り組むべきことの他、導入を決める前に
チェックすべき項目について整理しています。

「産業用ロボット導入ガイドライン」は、産業用ロ
ボット活用ノウハウを身につけたい意欲的な中小企業
を支援するため、産業用ロボット導入のステップ（手
順）と検討項目をとりまとめたものです。
本ガイドラインに沿って検討を進めることで、ロ

ボットSIer、ロボットメーカー等に提示する提案依頼
書（RFP＝Request For Proposal）を作成することが
できます。
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ロードマップではIT/IoT導入検討を行う一連の流れについて、５つの工程を示し、整理。

中小企業IT/IoT導入ロードマップ（IT/IoT導入検討手順書）について
リソース・スキル不足といった課題を抱える中小ITユーザーでも、着実にIT/IoT導入の検討が行えるように、また

IT/IoTの提案力が十分とはいえない中小ITベンダーでもIT/IoT導入提案が行えるように、IT/IoT導入検討の一連
の流れについてまとめた「ロードマップ（IT/IoT導入検討手順書）」を作成しました。

ロードマップは、こちらのURLからダウンロード出来ます。http://www.chugoku.meti.go.jp/research/info_health/180322.html

＜問合せ先＞ 中国経済産業局 地域経済部 参事官(情報･ﾍﾙｽｹｱ産業担当)

http://www.chugoku.meti.go.jp/research/info_health/180322.html
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